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概
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緒
言 

言
語
作
品
に
は
言
の
時
間
性
（d

ie Z
eitlich

k
eit d

er 
R

ed
e

（

１

）

）
が
内
在
す
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で

論
じ
る
梗
概
と
は
言
語
作
品
の
骨
子
と
な
る
結
構
で
あ
る
が
、
言
語
作
品
の
図
式
化
さ
れ
た
対
象

の
把
握
以
上
に
梗
概
で
は
言
の
時
間
性
の
認
識
は
欠
か
せ
な
い
。
本
稿
で
は
言
語
作
品
に
お
け
る

言
の
時
間
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
、
読
解
に
よ
っ
て
具
象
化
さ
れ
る
個
別
的
な
要
素
を
作

品
自
体
か
ら
可
能
な
限
り
切
り
離
し
て
保
留
し
、
筋
の
客
観
的
様
態
の
記
述
を
め
ざ
す
。
そ
の
際
、

言
語
作
品
を
位
置
づ
け
る
文
芸
史
と
の
関
係
で
は
作
者
と
い
う
歴
史
社
会
的
な
束
縛
条
件
を
逸
脱

し
な
い
こ
と
と
す
る
。 

  

一 

全
体
の
俯
瞰
と
し
て
の
梗
概
に
も
す
で
に
焦
点
化
の
あ
り
方
に
よ
る
作
品
理
解
の
相
違
が
窺
え

る
。
梗
概
と
い
う
作
品
の
縮
約
に
よ
る
全
体
性
の
認
識
で
は
記
述
の
分
量
自
体
も
意
味
を
担
う
は

ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
源
氏
物
語
』
の
私
見
梗
概

（

２

）

（
本
稿
末
尾
に
掲
載
）
で
は
秋
山
虔
の
梗
概

（

３

）

（
約
３
６
０
０
字
。
そ
れ
を
踏
襲
し
、
私
見
梗
概
も
ほ
ぼ
同
数
の
約
３
５
０
０
字
と
し
た
。
）
で
の

三
部
構
成
に
対
応
す
る
よ
う
な
文
章
の
量
（
３
：
１
：
２
）
に
近
づ
く
よ
う
配
分
を
試
み
た
。
ま

た
、
選
ん
だ
登
場
人
物
の
数
も
秋
山
梗
概
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
た
だ
し
、
秋
山
の
梗
概
は
比
率

と
し
て
い
わ
ゆ
る
第
二
部
に
多
く
を
費
や
し
て
お
り
、
そ
の
分
だ
け
心
の
機
微
に
つ
い
て
多
く
を

費
や
す
第
三
部
の
登
場
人
物
の
動
向
、
思
惟
に
つ
い
て
十
分
言
葉
を
割
い
て
は
い
な
い
。 

三
部
構
成
説
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
理
解
と
は
異
な
り
、
私
見
で
は
平
安
貴
族
の
情
愛
と
死
と

仏
道
の
物
語
と
い
う
、
凝
縮
さ
れ
て
は
い
る
が
一
元
化
し
え
な
い
非
同
時
性
を
内
包
す
る
主
題
を

想
定
し
て
お
り
、
三
部
構
成
説
を
前
提
と
し
て
の
み
成
り
立
つ
王
権
論
の
よ
う
な
も
の
は
含
め
て

い
な
い
。
ま
た
、
微
視
的
権
力
を
意
識
す
る
言
説
と
い
う
術
語
も
位
置
、
力
、
方
向
性
を
も
つ
点

で
一
般
的
な
言
と
異
な
ら
な
い
と
考
え
採
用
し
て
い
な
い
。
併
せ
て
テ
ク
ス
ト
と
い
う
織
物
状
の

言
語
構
造
認
識
も
テ
ク
ス
ト
間
の
連
続
性
に
議
論
が
集
中
し
、
作
品
と
し
て
の
自
己
同
一
性
を
見

失
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
主
題
概
念
を
無
効
化
し
か
ね
な
い
と
考
え
採
用
し
な
か
っ
た
。 

も
と
よ
り
秋
山
の
説
は
主
題
性
の
発
展
を
念
頭
に
、
池
田
亀
鑑
の
三
部
構
成
説
と
し
て
の
第
一

部
光
明
と
青
春
、
第
二
部
闘
争
と
死
、
第
三
部
死
を
超
え
る
も
の
と
い
う
把
握

（

４

）

を
継
承
し
て
お
り
、

さ
ら
に
池
田
説
を
受
け
た
玉
上
琢
彌
の
昔
物
語
的
、
運
命
悲
劇
的
、
性
格
悲
劇
的
と
い
う
物
語
の

性
格

（

５

）

、
女
性
の
た
め
に
女
性
が
書
い
た
女
性
の
世
界
の
物
語

（

６

）

と
い
う
把
握
も
視
野
に
入
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
森
岡
常
夫
に
よ
る
三
部
構
成
説
批
判

（

７

）

に
な
ら
っ
て
、
作
品
と

い
う
構
成
体
を
軽
視
し
、
そ
の
連
続
性
を
無
視
す
る
便
宜
以
上
の
分
割
は
作
品
認
識
を
歪
め
か
ね

な
い
と
い
う
批
判
を
提
起
し
て
お
く
。
私
見
梗
概
は
あ
く
ま
で
も
一
作
品
と
し
て
の
『
源
氏
物
語
』

を
前
提
と
し
て
い
る
。 

作
品
の
時
間
性
と
し
て
は
出
来
事
の
先
後
関
係
も
当
然
意
味
を
持
つ
の
で
、
秋
山
梗
概
の
次
の

箇
所
の
よ
う
に
、
成
立
論
の
名
残
と
思
わ
れ
る
空
蝉
、
夕
顔
や
末
摘
花
、
玉
鬘
の
物
語
の
挿
入
の

仕
方
等
、
物
語
要
素
の
順
序
が
前
後
す
る
の
は
図
式
性
に
混
乱
を
き
た
す
の
で
改
め
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。 

 
以
上
が
第
一
部
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
源
氏
と
共
有
し
た
罪
を
恐
れ
つ
つ
冷
泉
院
を

守
り
立
て
た
藤
壺
や
、
明
石
の
姫
君
の
生
母
で
あ
り
な
が
ら
紫
の
上
に
姫
君
の
養
育
を
委
ね
、

自
ら
は
卑
下
に
徹
し
た
明
石
の
君
や
、
源
氏
と
の
奇
し
き
因
縁
に
結
ば
れ
た
空
蝉
・
夕
顔
・

末
摘
花
な
ど
、
ま
た
夕
顔
の
遺
児
で
源
氏
の
愛
の
対
象
と
な
り
心
を
砕
き
つ
つ
も
鬚
黒
大
将

の
妻
と
な
っ
た
玉
鬘
、
幼
い
恋
仲
を
さ
か
れ
た
も
の
の
、
つ
い
に
は
結
ば
れ
る
夕
霧
と
頭
中

将
の
娘
雲
居
雁
な
ど
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
人
生
が
複
雑
に
織
り
こ
ま
れ
な
が
ら
、
前
記
の
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ご
と
き
源
氏
の
栄
華
の
完
成
の
過
程
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
（
秋
山
虔
「
梗
概
１
」
） 

ま
た
、
た
と
え
ば
「
密
通
」
は
「
逢
瀬
」
と
す
る
、
な
ど
私
見
で
は
叙
述
が
著
し
く
現
代
的
な

言
葉
に
な
ら
な
い
よ
う
、
あ
る
い
は
作
品
の
雰
囲
気
を
損
ね
な
い
よ
う
配
慮
し
た
。 

さ
ら
に
、
作
品
中
の
鍵
語
も
導
入
し
、
意
味
の
深
み
を
追
求
で
き
る
よ
う
に
し
、
よ
り
作
品
の

時
間
性
に
沿
う
よ
う
配
慮
し
た
。
た
と
え
ば
「
後
見
」
は
単
独
の
意
味
野
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、

「
い
づ
れ
の
御
時
に
か
、
女
御
・
更
衣
、
あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
給
ひ
け
る
」
と
い
う
時
代
的
刻
印
と

つ
き
あ
わ
せ
る
と
、
更
衣
の
状
況
に
つ
い
て
「
と
り
た
て
て
、
は
か
ば
か
し
き
後
見
し
な
け
れ
ば
」

が
作
者
に
よ
る
歴
史
的
解
釈
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
重
な
り
な
が
ら
も
相
互
に
牽
引
す
る
二
つ
の
時

間
の
間
に
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
時
間
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
作
品
に
は

言
に
よ
る
固
有
の
時
間
の
刻
印
が
あ
る
。
更
衣
が
多
く
い
た
村
上
帝
以
前
の
后
妃
の
あ
り
方
と
、

漢
文
日
記
等
を
含
め
た
現
存
す
る
資
料
に
よ
れ
ば
『
う
つ
ほ
物
語
』
以
降
あ
ら
わ
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
「
後
見

（

８

）

」
の
言
語
認
識
と
の
間
に
時
代
的
齟
齬
が
見
ら
れ
る

（

９

）

。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
既

存
と
未
定
と
の
間
の
亀
裂
と
し
て
の
、
言
に
よ
る
虚
構
の
時
間
性
が
定
位
さ
れ
る
場
で
あ
る
。
単

な
る
不
定
の
先
後
関
係
の
み
で
作
品
が
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
作
品
と
い
う
対
象
と
読

者
と
の
距
離
も
基
準
と
な
る
独
立
し
た
時
間
性
の
認
識
な
し
で
は
測
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
こ

の
よ
う
に
言
語
分
節
化
さ
れ
に
く
い
領
域
と
し
て
の
意
味
の
深
み
へ
向
か
う
の
は
読
解
の
不
可
逆

的
追
求
で
あ
り
、
読
者
が
作
品
の
継
起
性
に
再
び
沿
う
の
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
。
一
度

そ
の
解
釈
過
程
に
入
り
込
む
と
先
入
見
を
払
拭
し
再
び
素
朴
な
読
者
に
戻
る
の
は
難
し
い
。 

  

二 

作
品
に
内
在
す
る
解
釈
指
標
の
集
合
（
内
包
さ
れ
た
読
者
（d

er im
p

lizite 
L

eser

（
１
０
）

）
と
い
う
概

念
は
「
読
者
」
と
い
う
語
が
実
体
化
さ
れ
か
ね
な
い
の
で
本
稿
で
は
採
用
し
な
い
。
）
に
導
か
れ
無

規
定
箇
所
（U

n
b

estim
m

th
eitsstelle

（
１
１
）

）
を
具
象
化
す
る
実
体
と
し
て
の
読
者
の
解
釈
に
は
精
粗
の

差
が
あ
る
。
曖
昧
な
記
憶
か
ら
筋
、
細
部
か
ら
展
望
・
記
憶
へ
と
め
ぐ
る
過
程
で
細
部
の
意
味
の

深
み
に
気
づ
く
こ
と
は
多
い
。
研
究
者
が
各
自
の
研
究
の
進
展
に
従
っ
て
粗
筋
中
心
の
観
点
か
ら

次
第
に
局
面
中
心
の
研
究
に
近
づ
く
こ
と
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
の
も
そ
の
証
左
で
あ
る
。 

参
照
系
と
は
作
品
が
位
置
す
る
時
代
の
通
念
で
あ
る
が
、
他
の
作
品
の
直
接
的
影
響
と
と
も
に
、

読
解
に
関
わ
る
背
景
的
要
素
を
網
羅
的
に
調
べ
な
が
ら
読
み
進
め
よ
う
と
す
る
と
時
間
に
即
し
て

展
開
す
る
筋
を
追
え
な
く
な
り
、
読
書
行
為
は
頓
挫
す
る
。
一
方
、
創
作
者
も
ま
た
参
照
系
に
こ

だ
わ
る
ほ
ど
背
景
的
知
識
の
精
密
化
に
固
執
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
外
的
時
間
で
い
え
ば
創
作

の
時
間
と
享
受
の
時
間
の
長
さ
が
異
な
る
の
と
同
じ
く
、
読
解
の
時
間
自
体
も
い
わ
ゆ
る
時
間
芸

術
で
あ
る
楽
曲
の
演
奏
同
様
、
個
人
差
が
あ
る

（
１
２
）

の
は
当
然
で
あ
る
し
、
読
解
の
中
断
、
遡
及
な
ど

も
考
慮
す
べ
き
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
作
品
の
時
間
性
の
存
在
に
関
し
て
は
少
な
く
と
も
す
べ
て

の
音
符
、
言
を
同
時
に
鳴
ら
せ
ば
、
あ
る
い
は
意
味
化
す
れ
ば
作
品
は
無
意
味
と
な
る
こ
と
を
考

慮
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
凝
縮
さ
れ
て
は
い
る
が
作
品
を
展
望
す
る
直
観
に
と
っ
て
さ
え
時
間

性
と
い
う
契
機
を
除
外
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

作
品
読
解
に
と
っ
て
有
効
な
解
釈
指
標
で
あ
る
作
中
人
物
形
象
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
描
か
れ

た
思
惟
で
あ
る
限
り
作
品
の
一
部
で
あ
る
が
、
作
中
人
物
の
思
惟
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
作
中
人
物

を
実
体
化
さ
せ
る
の
は
、
人
物
形
象
と
い
う
、
読
解
の
進
展
に
伴
い
集
積
さ
れ
て
ゆ
く
束
縛
条
件

を
作
品
内
で
の
自
律
的
展
開
と
錯
覚
す
る
誤
謬
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
作
中
人
物
は
実
体

的
存
在
で
は
な
い
た
め
に
、
作
中
人
物
の
描
か
れ
て
い
な
い
内
面
を
推
測
す
る
の
は
当
然
な
が
ら

適
切
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
前
提
に
立
っ
て
、
作
中
人
物
の
近
代
的
把
握
は
措
く
が
、
秋
山
虔
『
源

氏
物
語
』
（
岩
波
新
書

（
１
３
）

）
の
秀
抜
な
叙
述
を
も
参
照
し
た
。 

作
品
展
開
に
お
け
る
出
来
事
の
先
後
に
と
も
な
う
継
起
性
と
散
在
、
並
び
に
時
間
的
基
準
点
（
時

系
列
と
因
果
関
係
だ
け
で
な
く
絶
対
的
な
歴
史
的
位
置
を
含
む
。
）
の
布
置
の
記
述
は
、
作
品
の
様

式
（
た
と
え
ば
「
渾
融
的
」
あ
る
い
は
「
純
美
的
」
「
直
観
的
」
「
抒
情
的
」
と
い
う
認
識

（
１
４
）

）
に
は

還
元
で
き
な
い
。
ま
た
、
構
造
主
義
言
語
学
の
共
時
的
観
点
に
基
づ
く
語
の
選
択
（S

elek
tio

n

）
と

結
合
（K

o
m

b
in

atio
n

）
と
い
う
機
構

（
１
５
）

で
は
把
握
し
き
れ
な
い
言
の
時
間
性
（
線
状
性
、
回
帰
性
、

不
定
性
、
重
層
性
等
）
が
存
在
す
る
こ
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
意
味
で
、
作
品
は
音
と

語
の
二
重
分
節
の
統
合
か
ら
な
る
図
式
化
さ
れ
た
対
象
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
よ
り
高
次
の
構
成
体

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
図
式
化
さ
れ
た
対
象
の
層
を
実
在
す
る
個
の
読
者
が
縦
断
す

る
読
書
行
為
の
過
程
と
は
別
に
、
作
品
の
文
章
構
成
（K

o
m

p
o

sitio
n

（
１
６
）

）
は
図
式
化
さ
れ
た
対
象
の

層
に
還
元
で
き
な
い
時
間
性
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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結
語 

様
々
な
要
素
か
ら
な
る
文
芸
事
象

（
１
７
）

を
究
明
す
る
上
で
言
語
作
品
を
具
象
化
さ
れ
た
要
素
か
ら
一

先
ず
分
離
し
、
言
語
作
品
自
体
（
特
に
そ
の
時
間
性
）
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
記
述
・
分
析

す
る
こ
と
が
理
論
的
考
察
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
私
見
梗
概
は
作
品
の
骨
子
を

壊
さ
な
い
範
囲
で
可
能
な
限
り
言
語
作
品
を
凝
縮
し
、
そ
れ
で
も
な
お
無
視
し
え
な
い
言
語
作
品

の
時
間
性
を
記
述
の
観
点
と
と
も
に
具
体
的
に
提
示
す
る
試
み
で
あ
る
。 

 

『
源
氏
物
語
』
の
本
文
は
山
岸
徳
平
校
注
『
源
氏
物
語
』（
一
）
岩
波
文
庫 

昭
和
４
０
・
６ 

に

拠
っ
た
。
た
だ
し
、
一
部
解
釈
、
表
記
を
改
め
た
。 
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７
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８
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思
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国
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中
巻
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る
。
中
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訳 
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編
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典
文
学
全
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う
つ
ほ
物
語
』
③ 

小
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館 

平
成
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４
・
８ 

中
野
幸
一
『
う
つ
ほ
物
語
の
研
究
』
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野
書
院 

昭
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・
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は
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
成
立
の
上
限
を
円
融
帝
の
時
代
と
す
る
。
本
稿
は

そ
の
説
に
従
う
。
な
お
、「
後
見
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
峰
岸
明
『
平
安
時
代
記
録
語

集
成
』
上
・
下 

吉
川
弘
文
館 

平
成
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８
・
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築
島
裕
他
編
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語
大
鑑
』
第

１
巻 

東
京
大
学
出
版
会 

平
成
２
３
・
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参
照
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た
。 
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初
版
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１
年
）
邦
訳 
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・
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
『
文
学
的
芸
術
作
品
』
瀧
内
槇

雄
・
細
井
雄
介
訳 

勁
草
書
房 

昭
５
７
・
１
２
（
た
だ
し
第
三
版
） 

（
１
２
）
た
と
え
ば
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲 

交
響
曲
第
６
番
作
品
６
８<

田
園>

の
演
奏
時

間
は
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
指
揮
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
演
奏 

１
９
５
２
年 

で
は
約
４
５
分
、
カ
ラ
ヤ
ン
指
揮
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
演
奏 

１
９
６
２
年 

で
は
約
３
６
分
と
大
き
な
差
が
あ
り
、
聴
覚
的
印

象
も
異
な
る
。 

（
１
３
）
秋
山
虔
『
源
氏
物
語
』
岩
波
書
店 

昭
和
４
３
・
１ 

（
１
４
）
岡
崎
義
恵
「
文
芸
の
日
本
的
様
式
―
―
様
式
論
と
史
学
と
の
関
係
―
―
」『
日
本
文

芸
学
新
論
』
宝
文
館 

昭
和
３
６
・
７
（
原
題
「
日
本
文
学
の
様
式
」
岩
波
講
座
・

日
本
文
学
史 

第
十
六
巻 

岩
波
書
店 

昭
和
３
４
・
１ 

た
だ
し
「
文
芸
の
日
本

的
様
式
」
で
は
「
序
」
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
） 

（
１
５
）
（
１
０
）
に
同
じ
。 

（
１
６
）
（
１
１
）
に
同
じ
。 

（
１
７
）
渡
辺
仁
史
「
文
芸
史
の
可
能
性
」『
文
芸
史
の
可
能
性
―
―
平
安
文
芸
史
新
攷
―
―
』

新
典
社 

平
成
２
４
・
８ 

 

『
源
氏
物
語
』
梗
概 

光
君
は
、
時
の
帝
と
多
く
の
女
御
・
更
衣
の
中
で
も
頼
れ
る
「
後
見
」
の
い
な
い
身
分
の
低
い

桐
壺
更
衣
と
の
深
い
愛
情
の
中
で
生
を
受
け
た
、
光
る
よ
う
に
美
し
い
御
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

他
を
顧
み
な
い
帝
の
寵
愛
の
ゆ
え
に
周
囲
の
嫉
妬
を
受
け
、
桐
壺
更
衣
は
病
の
末
に
死
去
し
、
帝

の
恨
み
は
尽
き
な
い
。
一
方
、
政
治
的
安
定
に
欠
か
せ
な
い
後
見
を
も
た
な
い
光
君
も
東
宮
に
は

な
し
難
い
が
ゆ
え
に
、
帝
は
熟
慮
の
末
、
予
言
に
従
っ
て
こ
の
君
を
臣
籍
に
下
し
て
源
氏
を
名
乗

ら
せ
る
。
光
源
氏
と
は
そ
う
し
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
呼
称
で
あ
る
。 

光
君
は
た
ぐ
い
ま
れ
な
血
統
・
容
貌
・
資
質
に
よ
っ
て
や
が
て
多
数
の
女
性
と
恋
に
落
ち
る
が
、

幼
い
光
君
が
最
も
引
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
母
更
衣
に
容
貌
の
よ
く
似
た
年
若
い
継
母
、
藤
壺
宮
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
人
が
父
帝
の
后
妃
で
あ
る
た
め
、
元
服
以
降
、
直
接
ま
み
え
る
こ
と
は

か
な
わ
ぬ
こ
と
と
な
る
。
光
君
は
元
服
と
と
も
に
時
の
左
大
臣
の
娘
で
あ
る
葵
上
と
結
婚
す
る
こ
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と
に
な
っ
た
が
、
誇
り
高
く
四
歳
年
長
の
葵
上
と
は
折
り
合
わ
な
い
。
そ
こ
に
以
前
か
ら
の
藤
壺

宮
へ
の
禁
忌
の
思
慕
も
加
わ
っ
て
、
満
た
さ
れ
ぬ
心
を
も
て
あ
ま
し
、
多
彩
な
恋
へ
と
乗
り
出
し

て
ゆ
く
。 

物
語
で
は
光
君
に
つ
い
て
遠
い
視
点
か
ら
語
り
始
め
ら
れ
、
や
が
て
真
面
目
な
「
本
性
」
と
あ

や
に
く
な
恋
を
求
め
る
「
癖
」
が
交
叉
す
る
光
君
の
行
動
が
、
自
在
な
視
点
か
ら
時
に
詳
細
に
、

ま
た
時
に
描
か
れ
な
い
部
分
ま
で
も
暗
示
す
る
よ
う
に
奥
行
き
を
も
た
せ
て
語
ら
れ
る
。
気
高
い

朝
顔
姫
君
、
身
分
違
い
の
空
蝉
、
も
の
の
け
の
た
め
に
急
逝
す
る
夕
顔
、
気
品
あ
る
年
上
の
六
条

御
息
所
、
古
め
か
し
い
末
摘
花
な
ど
と
の
恋
と
と
も
に
、
藤
壺
宮
と
の
ひ
そ
か
な
逢
瀬
が
あ
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
後
の
冷
泉
帝
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
光
君
は
藤
壺
宮
と
と
も
に
苦
悩
す
る
。

光
君
は
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
病
を
癒
す
た
め
に
出
向
い
た
京
の
郊
外
北
山
で
藤
壺
宮
に
よ
く
似

た
姪
で
あ
る
「
紫
の
ゆ
か
り
」
、
利
発
で
愛
ら
し
い
紫
上
を
「
垣
間
見
」
て
、
自
邸
に
強
引
に
引
き

取
り
理
想
の
女
性
に
育
て
て
ゆ
く
。 

華
や
か
に
紅
葉
賀
や
花
宴
が
行
わ
れ
、
光
君
の
対
立
勢
力
で
あ
る
弘
徽
殿
女
御
の
妹
、
朧
月
夜

君
と
光
君
と
の
あ
や
に
く
な
出
会
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
帝
が
退
位
し
、
弘
徽
殿
女
御
と
の
間
に

生
ま
れ
た
兄
、
朱
雀
帝
が
即
位
す
る
と
そ
の
弟
、
光
君
は
次
第
に
政
治
的
圧
迫
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
葵
上
と
六
条
御
息
所
の
葵
祭
で
の
車
争
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
六
条
御
息
所

を
も
の
の
け
と
さ
せ
、
葵
上
は
そ
れ
に
苦
し
む
。
葵
上
は
男
子
夕
霧
を
出
産
す
る
が
、
ま
も
な
く

死
去
し
、
光
君
は
無
常
を
知
ら
さ
れ
仏
道
へ
心
が
傾
く
。
し
か
し
、
な
お
現
世
の
「
ほ
だ
し
」
を

思
い
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

敵
方
の
女
性
、
朧
月
夜
君
と
の
密
会
は
や
が
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
光
君
は
朱
雀
帝
に

対
す
る
逆
心
の
な
さ
を
示
す
た
め
に
須
磨
へ
赴
く
こ
と
を
決
意
す
る
。
政
治
的
に
は
無
実
を
念
じ

つ
つ
、
一
方
で
継
母
、
藤
壺
宮
と
の
関
係
に
罪
の
意
識
を
抱
き
、
光
君
は
須
磨
で
謹
慎
の
生
活
を

送
る
。
し
か
し
、
一
年
後
暴
風
に
襲
わ
れ
た
折
、
父
帝
の
霊
夢
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
、
夢
告
を
受
け

た
明
石
入
道
に
導
か
れ
て
明
石
の
地
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
光
君
が
明
石
入
道
の
願
い
で
そ
の
娘

の
明
石
御
方
と
契
り
を
結
ん
だ
結
果
、
後
の
明
石
中
宮
が
生
ま
れ
る
。 

京
に
は
天
変
が
相
次
ぎ
、
一
年
後
、
弘
徽
殿
女
御
方
の
政
治
的
衰
退
に
よ
っ
て
光
君
は
帰
京
す

る
。
藤
壺
宮
と
の
秘
密
の
子
、
冷
泉
帝
の
即
位
と
と
も
に
光
君
は
政
権
の
中
心
と
な
り
、
栄
華
へ

の
道
を
歩
み
始
め
る
。
そ
し
て
六
条
御
息
所
の
娘
、
後
の
秋
好
中
宮
を
養
女
と
し
て
入
内
さ
せ
、

盛
時
を
誇
る
よ
う
に
学
問
技
芸
等
を
競
い
、
か
つ
て
の
盟
友
、
左
大
臣
家
の
頭
中
将
な
ど
を
政
治

的
に
圧
倒
す
る
。
さ
ら
に
藤
壺
宮
の
死
去
を
契
機
に
真
実
を
知
っ
た
冷
泉
帝
は
、
実
父
光
君
へ
帝

の
位
を
譲
位
す
る
む
ね
ほ
の
め
か
す
が
、
そ
の
意
向
を
光
君
は
拒
み
通
す
。
藤
壺
宮
喪
失
の
悲
嘆

の
後
、
朝
顔
姫
君
と
の
し
ば
し
の
交
流
を
経
て
、
光
君
は
四
季
を
調
和
さ
せ
た
壮
麗
な
六
条
院
を

造
営
し
、
そ
こ
に
「
ら
う
ら
う
じ
」
き
紫
上
・
秋
好
中
宮
・「
身
の
程
」
を
わ
き
ま
え
る
明
石
御
方
・

「
お
い
ら
か
」
な
花
散
里
と
い
っ
た
女
性
た
ち
と
と
も
に
住
ま
う
。 

加
え
て
光
君
は
偶
然
に
夕
顔
の
遺
児
玉
鬘
を
も
引
き
取
る
こ
と
に
な
り
、
玉
鬘
に
求
婚
す
る
公

達
に
加
え
、
演
出
者
で
あ
っ
た
は
ず
の
光
君
さ
え
も
恋
の
虜
と
な
り
つ
つ
、
季
節
の
緩
や
か
な
推

移
と
と
も
に
求
婚
物
語
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
頭
中
将
の
娘
、
玉
鬘
を
粗
野
な
ふ
る
ま
い
で
失
笑

を
か
う
同
じ
く
娘
の
近
江
君
と
時
に
対
比
さ
せ
つ
つ
、
六
条
院
で
の
み
や
び
な
営
み
が
描
か
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
営
み
の
さ
な
か
、
い
つ
し
か
光
君
に
も
過
分
な
栄
華
へ
の
恐
れ
が
生
じ
、

老
い
が
忍
び
寄
る
。
意
外
に
も
玉
鬘
は
無
骨
な
鬚
黒
大
将
の
妻
と
な
り
、
一
方
で
実
直
な
夕
霧
は

頭
中
将
の
娘
雲
居
雁
と
の
引
き
裂
か
れ
た
幼
い
恋
を
や
が
て
実
ら
せ
、
幸
福
な
結
末
を
迎
え
る
。

光
君
自
身
も
予
言
に
沿
う
よ
う
に
准
太
上
天
皇
と
な
る
が
、
そ
れ
は
無
常
の
世
に
お
け
る
し
ば
し

の
栄
華
の
頂
点
で
あ
っ
た
。 

そ
の
頃
、
病
を
患
っ
て
い
た
朱
雀
院
は
、
出
家
に
際
し
て
最
愛
の
年
若
い
皇
女
、
女
三
宮
の
後

見
の
選
定
を
思
い
迷
う
。
思
案
の
末
、
周
囲
の
勧
め
も
あ
っ
て
院
は
若
い
多
く
の
候
補
者
を
よ
そ

に
、
光
君
に
委
ね
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
女
三
宮
は
故
藤
壺
宮
の
姪
、
紫
の
ゆ
か
り
で
も
あ
り
、

四
十
歳
の
若
菜
の
賀
宴
を
ひ
か
え
た
光
君
も
後
見
を
兼
ね
て
女
三
宮
の
降
嫁
を
引
き
受
け
る
。
そ

の
こ
と
で
光
君
の
最
愛
の
妻
、
紫
上
は
衝
撃
を
受
け
る
が
、
そ
の
深
慮
に
よ
り
光
君
た
ち
と
の
和

を
図
る
。
賀
宴
が
盛
大
に
営
ま
れ
、
ま
た
紫
上
が
養
育
し
た
明
石
中
宮
が
男
子
を
生
ん
だ
た
め
光

君
一
族
の
安
泰
も
確
実
と
な
る
が
、
一
方
で
紫
上
は
孤
独
、
老
い
の
意
識
か
ら
出
家
の
意
向
を
ほ

の
め
か
す
。
や
が
て
紫
上
は
病
に
か
か
り
、
光
君
が
看
病
に
お
も
む
い
て
い
る
隙
に
、
蹴
鞠
の
折

に
垣
間
見
た
女
三
宮
を
忘
れ
ら
れ
な
い
頭
中
将
の
子
息
柏
木
が
強
引
に
女
三
宮
と
通
じ
る
。
そ
れ

は
光
君
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
女
三
宮
は
柏
木
の
子
で
あ
る
薫
を
生
ん
で
出
家
し
、
柏
木
も
ま

た
光
君
に
怯
え
て
死
去
す
る
。
六
条
御
息
所
の
死
霊
さ
え
も
現
れ
六
条
院
は
混
乱
を
極
め
る
が
、

誕
生
し
た
薫
を
実
子
と
し
て
抱
き
あ
げ
る
光
君
は
、
女
三
宮
と
柏
木
の
密
事
を
か
つ
て
の
自
身
の

罪
の
応
報
と
し
て
受
け
と
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。 

一
方
で
柏
木
に
後
事
を
託
さ
れ
た
夕
霧
は
未
亡
人
落
葉
宮
を
恋
慕
し
、
落
葉
宮
の
苦
悩
を
よ
そ

に
一
方
的
に
思
い
を
遂
げ
る
。
や
が
て
紫
上
も
光
君
か
ら
の
出
家
の
許
し
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
死

去
し
、
光
君
は
こ
の
世
の
無
常
を
深
く
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
執
着
す
る
事
柄
を
す
べ
て
見
果
て
た

光
君
は
紫
上
を
追
慕
し
な
が
ら
一
年
を
過
ご
し
、
栄
華
と
憂
愁
に
満
ち
た
自
己
の
生
涯
を
顧
み
て
、

出
家
に
備
え
る
の
で
あ
っ
た
。 

光
君
の
没
後
、
そ
の
生
を
一
面
で
受
け
継
い
だ
の
は
光
君
の
孫
で
「
花
心
」
の
匂
宮
と
「
聖
心
」
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の
薫
で
あ
っ
た
。
光
君
の
子
と
し
て
育
て
ら
れ
た
薫
は
幼
い
時
か
ら
自
己
の
出
生
に
疑
念
を
抱
き
、

仏
道
へ
心
を
傾
け
て
い
た
。
六
条
院
が
次
第
に
も
の
寂
し
く
な
る
中
で
、
玉
鬘
等
の
光
君
に
ま
つ

わ
る
人
々
の
そ
の
後
の
変
転
が
語
ら
れ
た
後
、
舞
台
は
京
を
離
れ
、
仏
教
的
雰
囲
気
を
た
だ
よ
わ

せ
る
宇
治
に
移
る
。
そ
こ
に
は
光
君
の
異
母
弟
で
、
今
は
零
落
し
、
仏
道
に
勤
し
む
ば
か
り
の
「
俗

聖
」
宇
治
八
宮
が
娘
の
大
君
、
中
君
と
と
も
に
隠
棲
し
て
い
た
。 

薫
は
宇
治
の
山
里
に
住
ま
う
、
世
を
厭
う
「
法
の
友
」
八
宮
の
も
と
に
通
う
う
ち
に
、
ふ
と
し

た
垣
間
見
が
も
と
で
大
君
に
親
交
を
超
え
た
思
慕
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
一
方
の
大
君
は
、
極
楽

往
生
を
願
っ
て
い
た
宇
治
八
宮
亡
き
後
、
軽
々
し
く
山
里
を
出
る
こ
と
な
く
生
涯
を
宇
治
で
過
ご

す
よ
う
に
と
い
う
宇
治
八
宮
の
遺
志
を
か
た
く
な
に
守
ろ
う
と
し
、
後
見
の
な
い
自
己
の
境
遇
を

顧
み
て
、
自
身
よ
り
も
中
君
を
薫
に
結
び
つ
け
よ
う
と
願
う
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
案
に
相
違
し
、

薫
の
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
中
君
は
匂
宮
と
結
ば
れ
て
し
ま
う
。
一
方
で
匂
宮
は
権
勢
家
で
あ
る
夕

霧
の
娘
に
も
婿
取
ら
れ
、
匂
宮
と
中
君
と
の
関
係
に
心
を
痛
め
る
大
君
は
思
い
つ
め
、
薫
と
の
俗

世
の
つ
な
が
り
を
か
た
く
な
な
ま
で
に
拒
み
つ
つ
、
心
労
の
果
て
に
わ
び
し
く
死
去
す
る
。 

故
大
君
追
慕
の
ゆ
え
に
や
が
て
薫
に
思
慕
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
中
君
で
あ
る
が
、
自
身
の
匂
宮

の
妻
と
し
て
の
立
場
を
懸
命
に
守
り
つ
つ
、
自
身
の
代
わ
り
と
し
て
大
君
の
面
影
を
宿
す
異
母
妹

で
、
東
国
か
ら
上
京
し
た
ば
か
り
の
浮
舟
を
薫
に
引
き
合
わ
せ
る
。
し
か
し
、
偶
然
に
浮
舟
を
知

っ
た
匂
宮
が
そ
こ
に
関
わ
り
、
再
び
恋
の
関
係
に
乱
れ
が
生
じ
る
。
薫
は
浮
舟
を
宇
治
に
隠
し
据

え
る
が
、
浮
舟
の
所
在
を
知
っ
た
匂
宮
は
女
房
た
ち
の
手
引
き
で
浮
舟
と
夢
の
よ
う
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
。
一
方
の
薫
も
そ
れ
に
気
づ
き
匂
宮
を
浮
舟
に
近
づ
け
ま
い
と
す
る
。
匂
宮
の
情
熱
と

薫
の
篤
実
さ
と
い
う
二
人
の
対
照
的
な
情
愛
の
間
で
進
退
に
窮
し
た
浮
舟
は
、
災
い
を
流
す
た
め

の
「
人
形
」
と
し
て
の
不
吉
な
定
め
に
従
う
か
の
よ
う
に
宇
治
川
に
身
を
投
げ
よ
う
と
す
る
。 

意
識
を
失
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
通
り
か
か
っ
た
高
徳
の
横
川
僧
都
に
救
わ
れ
、
小
野
の
妹
尼
等

に
介
抱
さ
れ
た
も
の
の
、
浮
舟
は
俗
世
と
の
関
わ
り
を
厭
い
続
け
、
や
が
て
横
川
僧
都
に
願
い
出

て
出
家
す
る
。
一
方
、
浮
舟
失
踪
後
の
喪
失
感
の
中
、
浮
舟
存
命
の
噂
を
京
で
偶
然
聞
い
た
薫
は

僧
都
と
面
会
し
、
経
緯
を
打
ち
明
け
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
僧
都
は
薫
の
要
請
に
応
え
て
浮
舟
の
弟

を
使
者
と
し
て
消
息
を
送
る
が
、
浮
舟
は
悲
傷
の
中
で
か
た
く
な
に
そ
の
受
け
取
り
を
拒
む
。
も

は
や
母
の
情
愛
以
外
に
は
浮
舟
は
何
も
の
も
信
じ
ら
れ
な
い
。
め
ざ
し
た
「
聖
」
へ
の
道
か
ら
は

女
君
達
と
関
わ
る
ご
と
に
遠
ざ
か
り
、
浮
舟
の
心
も
測
り
か
ね
て
一
人
俗
世
に
と
り
残
さ
れ
る
薫

を
描
き
、
物
語
は
解
決
を
見
ぬ
ま
ま
に
終
焉
す
る
。 

 
 

 
 

（
二
〇
一
八
年
九
月
六
日
受
理
） 
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